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よ うな酵素量の問題 も考慮す る必要があ る もの と思 う．そして熟成経過や品質 に影響を及ぼす要因の
一

つ として ，

これ らの何 れ が よ り大 きい 影 響力 を持つ て い るか は ， 実用上かな り興味の あ る 問題 で あらう．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 要　　　　　旨

　 L 　直径 の異つ た 3種類 の 味噌 玉 を夫 々 表面部と内部 に 分割し， 各 々 の 糖及び窒素成分更 に 有機酸類の 分析を

行つ た．

　2． 以上 の 分析結果 に 基き， 味嚼 玉 の 直径 の 大小が 溜或は 味噌の醸造に対し て持つ て い る意義に つ い て考察を

行つ た．

　終りに 臨み 本稿 の 御校閲 を給 わつ た 岐阜大学融授林金雄先 生 ， 並 び に 種 々 御助 言 を い ts　s’き且 本研究 の 発表 を

許可 され た 当社 醸造部長柘植由美氏 に 厚 く御礼申上げる．
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匂 米 の 研 究 （第 2報） 匂米 の 澱粉 に つ い て

　　　　渡辺 敏幸 ・大 木 勝基 ・麻 生 　清 （東北大学農学部農産物 利 用学研究室）

　前報
1冫に於 い て は宮城 ， 秋田県産匂米 の

一
般分析 ， 水溶性成分 の 分析及び 糖 の Paper　partition　chromatography

を行つ た結果 を報告 した が ， 匂米は 梗種 に 属す る とい われて い るけれども，沃度で 呈色 した場合梢 々 糯米に 近 い

色を示し， 夊一部に 儒種 に 属す る とい う人もあつ た の で 同 じ農民 が 作つ た普通米 を対照 と して先づ そ れ らの一
般

分析 を行 い，次 に 中性洗剤 ラ イ ポ ン P−106を使用 して 匂米 ， 粳米 ， 濡米の 澱粉を調製 し， SCHOCH2 ）の 方法 に より

ア ミ ロ
ース とア ミ ロ ペ ク チ ン を分離 し ，

McCREADY 等
3）
の 沃度呈 色法 に よ りそ れ らの分離定量 を 行い ， 又 澱粉

の 相竝粘度の 測定並び に 食糧研究所の 鈴木繁男技宮 に お願い して やつ て 貰つ た ア ミ ロ グ ラ ム の 結果に つ い て こ こ

に 報告 す る．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 実　験　の 　 部

　1． 一般分 析　先づ 昭和 31年秋収穫 の 宮城県登米郡南方村字山成産 の 匂米 （玄米 と白米）と同じ農家が作つ た

普通米 （農林24号の 玄米 と H 米 ）及び 糯米 （臼米） の 5 種 を 用い て
一

般分析を行 つ た．その 際匂米 ， 普通米 ， 糯

米は粉砕機で粉 に し ，
40メ

ッ
シ ＝の 篩 を通 して 分析試料と した．分析方法 は 実験農芸化学 （東京大学農芸化学教

室編）に 従 つ て 行つ た．そ の結果は第 1表 に示す通 りで あ る．

　　　　　　　　　　　　　　　 第 1表　匂米 ， 普通米 ， 糯米の
一

般分析
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　第 1表か らみ る と匂米と普通米の 組成 は大差ない が ， 前報 （昭和29年産） と同様 に 匂米は粗蛋白質がや や 多 く，

澱粉が 普通米 よ りやや 少 くなつ て い る．

2 ・ ビ タ ミ ン Bl の 含量　Btを比色法 （ジ ア ゾ 法） に よ り定量 した 結果 は第 2 表 に 示す通 りで あ る．

第 2 表　匂米 ， 普通 米 の ビ タ ミ ン B1含量 （T％）

宮 城 県 南 方 産 秋 田 県 醍 醐 産 宮 城 県 桃 生 産

匂　　米

農林24号

米

米

玄

自

米

米

玄

白

238．亅

55．2202

．562

．9

匂早生（玄米）

i麟 ・1号（玄 米）

245，8

194。9

匂米 （白米 ） 123．4

　第 2表 よ りみ る と玄米 で は 匂米の 万 がB1含量 が や や 多 くなつ て い る．又桃 生 の 匂米 （白米 ）の B エ含 量 の 多 い の

が 目立つ ．

　3 ． 中性 洗 剤 ラ イポン P −106に よる澱粉 の 隅製

　従来 の 澱粉製造方法 は ア ル カ リ処 理 に よ り約 1 ヵ 月の 長時 間 を要 した が ， 罎近 MclNTYRE 等
4） に ょ り洗剤

を 使用して 容易に 米 の 脱蛋 白を行え る との報告が あ り， 又 福場等
S） に よ る中性洗 剤 を使用して 澱粉 を調製 した報

告があ り， 著者等 もラ イ オ ン 油脂株式会社 よりア ル キ ル ベ ン ゼ ン 系中性洗剤 ラ イ ポ ン P−106を い ただ き， こ れ に

よ つ て約 1週 間 で 調製を完了す る 事が出来た．

　調製法 ； 粉砕機 で 粉 に した 米 粉 を   メ ッ シ ュ の篩 を 通 し た もの 250gを秤量 し， 約 31 の 広 口 瓶 に とり，　 1％ ラ

ィ ポ ン P−106溶液 2 ‘を加 え ゴ ム 栓を して 数時間振盪後静置 沈澱 させ 上 澄 液は 傾瀉 で 捨て ，沈澱 部分 に 更 IC　1 ％ 申

性洗 剤溶液 を L5 功 眈 て 約 3 時間振盪後静置 沈 澱 させ ， 上 澄 液 は 捨 て る．次に 沈澱部分 に 水 を 加 え振 盪 し数分

間静置 して 上 部の 澱粉乳の 部分を吸い 上げ （こ の 際底 の 荒い 粒子 の部分は吸 い 上 げ ず に 除 く） こ れを遠 心 分離

し，上澄液は捨て 沈澱の 上部を水 で洗 い 去 り， 沈澱 に 再び 水 を 加 え て 遠 心 分離 し ， 泡立 ち と BIURET 反応が な

くな るまで 遠 心分離と水洗 を繰返 して 行 う．そ して 最後 に 沈澱 に

水を加えて 吸引濾過 して 澱粉 を と り，
メ タ ノ ＿ル

，
エ ＿テ ル で 洗　　　　　　　　第　

3
　表

い デ シ ケ ータ ーで 3 〜4 日乾燥す る と精製澱粉 が得 られ る．

　上 記方法 に よ り 精 製澱 粉 を調 製 し た 結果 は 第 3 表 の 通 りで あ

る．

　第 3表 よ り， 精製澱粉の 収 量 に 差 が あ るの は ， は じめ は申性洗

剤を使用 して の 澱粉 の 調製に不慣れ だつ た為収量が 悪 く， 慣れ て

きて か ら次第に 収量 よくとる事が出来た．

　4 ・澱 粉 よ リア ミ m 一ス とア ミ ロ ペ クチ ン の 分離

匂米（南方）

匂米（桃生）

農林24号（南方）

糯米

原　料
（9 ）

250400250500

收 　 量

（9 ）

31．3148

．054

．8138
．0

　上 記方 法 で調製 し た各種米澱粉を用い SCHOCH の 方法に よ りア ミ ロ ース と ア ミ ロ ペ ク チ ン の分離を行 つ た．

　澱粉20gを 2Z フ ラス コ に入れ水200ml を加 え て 振盪 しt　ec　n一ブ タ ノ ール IDOml と水 800m置を 加 え て 水浴上 で 加

熱 し糊化 させ る．次 に オートク レ ープ で 18−−20　1b
，

2．5時間加熱後 フ ラ ス コ を沸騰湯浴申に 入れ て 急冷 を 防 ぎ ，

こ れ に予め加熱して お い た ブ タ ノ ール 及 び イ ソ ア ミル ア ル コ
ール の 等容混合液 100m1 を徐 々 に 加えて 振蠱後 温 度

の急冷を 防 ぐた め に 布 で 包み 28℃ 恒 温 器中に 1昼夜放置 し ， 翌朝取 出 し室温に 1 日 放置後遠心分離 して ，粗 ア ミ

ロ ース を得 る．上 澄 液を減圧濃縮 して ブ タ ノ ール を少量加 え 残存す る ア ミ ロ
ース を遠 心 分離 で 分 け ， 一ヒ澄 液 を更

に 減圧濃縮後過 剰 の メ タ ノ ー
ル を加え る と粗 ア ミ ロ ペ ク チ ン が 沈澱 す る．

　粗 ア ミ ロ ース に 少 量 の ブ タ ノ ール を加 え て 遠心 分離 し た沈 澱 物 を ブ タ ノ ール 飽 和熱水に 溶解 し再び 遠心 分離 し

て 不純物 を除き， 上 澄 液 を冷却す る とア ミ ロ ース が沈澱す るの で これ を更に遠 心分離で分け ， ブ タ ノ ール
， メ タ

ノ ール で 順次 洗浄して デ シ ケ
ーターで 乾燥 し精製 ア ミ ロ

ース とす る。粗 ア ミ ロ ペ ク チ ン は 少 量 の 熱水に 溶解 し遠

心分離で 不純物を分 け ， 上澄液を冷却後過剰 の メ タ ノ ール を加 え て 擁 拌 し ， 沈 澱 し た ア ミ 卩 ペ ク チ ン は メ タ ／ 冖

ル で 数 回洗 つ た 後 デ シ ケ ーター中で 乾燥して 精製 ア ミ ロ ペ クチ ン とす る．
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第　 4　 表

1原鬻粉j：ミ

ξめ隣
゜

鷁
匂米（南方）

19571956 00ワ臼
9聖

1．32

．7

8．111

．5

匂米 （桃 生 ） 119561・・ … 11…

農林24号（南方）

糯　　米

195ア

1956

市販贔

002

ワ】

20

1．93

，5

0

9．411

．5

17．5

％ NaOH 　2ml を加 え 湯浴上 で 溶解 させ 冷却後蒸溜水で 100ml と し，

に入れ， 水 SOml を加 え，
6N 　HCI 　 2 滴 で 微酸性としてか ら沃度沃度 カ リ液 （0 ・2％ 沃度一2 ％沃度カ リ液）

を加え 水で 250m皇と し た．この よ うicして 調製 し た 液を 下記 の如 く組合せ 混合した もの と ，

の 対 照 液 を 用 い ， そ の 青 色 度 を S66 フ ィ ル ターを用 い て 日立 光電 比 色 計 に よ り測 定 した 結 果 は第 5 表 に 示す 通 り

で あ る．尚第 5 表中 b
，

d と a
，
　 c

，
　 e とは 別 の 光電 比 色計を使用 し て測 定した．

　以上の 如 くして得 られた ア ミ ロ ース とア ミ ロ

ペ ク チ ン の 収量 は 第 4 表に 示す通 りで あ る．

　5 ．沃度 呈 色法 に よ る7 ミ ロ ース とア ミ ロ ペ

　　　クチ ン の 分離定量

　 ア ミ ロ ース 及 び ア ミ ロ ペ ク チ ン は沃度 に 対 し

て それぞ れ青色及 び 赤紫色を示 し， 澱粉 は その

中間色を示す．そ こ で 澱粉 の 沃度 に 対す る 青色

度を McCREADY の方法 に よ り測定し た．

　 ア ミ ロ ース ，ア ミ ロ ペ ク チ ン 各 々 100mg を 正

確 に 秤量 し て 100m1 定容 フ ラ ス コ ICとり， 水 10

m1 を加え振盪しエ タ ノ ール ln11を加 え次 に 10

　　こ れ よ り5ml を と り，
250ml定容 フ ラス コ

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　3ml

　　　　　　　　　　　　試料を加 え な い 沃度

　　第 5 表 　ア ミ ロ ース
，

a ）　匂米 （桃生 ，
1957）

ア ミ ロ ペ ク チ ン 混合物 の 沃 度に よ る 呈色

ア ミ ロ ース

ア ミ ロ ペ ク チ ン

吸光度

　 OIooO

．049

　 20

　 800
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　 40

　 600
．211
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　 00
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澱　粉

0。12E

b）　匂米 （南方，1957）

ア ミ ロ ース

ア ミ ロ ペ ク チ ン

吸 光 度

　　01000
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　　20
　　800
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　　60

　　 

0．670
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　　200
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loo

　　O1
．07

澱 　粉

D．210

c）　匂米 （南方 ， 1956）

ア ミ ロ ース

ア ミ ロ ペ ク チ ン

吸 光度

　　 OlooO
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　 20

　 800

．140

　 40

　 600

，240

　 60
　  

0．340

　 80

　 200

．437

loo

　　 OO

．540

澱　粉

0．124

d） 農 林 24号 （南方 ，
1957）

ア ミ ロ ース

ア ミ ロ ペ ク チ ン

吸 光度

　　 01000

．156

　　20

　　800
．315

　　40

　　600
．471

　　60

　　鉤

0 ・6271

　　80

　　200
．790

Ioo

　　 OO

，980

澱　粉

0，305

e）　農林 24号 （南方 ，
1956）

ア ミ ロ
ー

ス

ア ミ ロ ペ ク チ ン

吸光度　　　 1

　　01000

．030

　 20

　 800

，115

　 如

　 600

，工98

　 60

　 400

．277

　 80

　 200

，364

loo

　　 OO

．454

澱 　粉

0．1星2

第 5表 の 分析値 よ り標準曲線 を作 る と第 1図 a 及 び b の 如 くな り， これ よ り各澱粉 の ア ミ ロ ース 及 び ア ミ ロ ペ

クチ ン の 含量を求 め る と第 6表に 示す通 りで あ る．

　以上の結果か らみ る と匂米 は普通琴よ りア ミ ロ
ース 含量が 1〜5 ％ 少 くなっ てい る．
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第 1 図 a 　匂 米 （桃生 ，
1957

， 南方，
1956）， 農

　　　　　林24号 （南方 ，
1956）の 標準曲線．
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第 1図 b 　匂米 （南万 ，
1957）， 農 林 24号

　　　　　（南 方 ，1957 ） の 標 準 曲 線
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第　 6　 表 第 7表　各澱粉 の 相対粘度

r湯∫努 5°

鏘
匂米（桃 生 ，

1957）

匂 米（南 方 ，
1957）

匂米（南方 ，
1956）

農林24号（南方 ，
1957）

農林24号（南方 ，
1956）

84

＾

790

1

且
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　6 ，相 対 粘 度 の 測定

　次 に澱粉糊液 の 粘度を OSTWALD 粘度計を用い て 測 定 した．精製澱粉 を 1％ に な る よ うICPt取 し 沸 騰水浴 中

に 浸漬し充分溶解 糊 化後，冷却 し40°恒温槽中 に て そ の 落下 速度を測 定 した．蒸溜水 を用 い た 時 の 落下速度 と澱粉

液 の 速度よりそ の 相対粘度を求 め る と第 7表 の 通 りで ある，

　この結果 よ りみ る と匂米は粳米 とほ ぼ 同様 の 相対粘度を 示 して い る．

　7． 各澱 粉の ア ミ ロ グ ラ 厶

　匂米， 普通米 （農林 1号 ， 昭和28年新潟産 ）， 糯米の 澱粉各 31gを と り水を 加 え て よ く攪拌 し 6 ％ の 水溶液 と し ，

プ ラ ベ ン ダーの ア ミ ロ グ ラ フ に か け る．一ヒ記 3 種 ｝こっ い て 行 つ た 測 定結果 は 第 2 図 a 〜 c 及 び 第 8 表に 示 す 通 り

で あ る．

　糯米 は粳米に 比べ 糊化開始温度が低 く最高粘度が高 くな つ て い る．匂米は粳米に比 べ 最高粘度がやや低 くなつ

て い る．

第 2図 a 　 匂米澱粉 の ア ミ ロ グ ラ ム
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第 2 図 b　 農林 1 号澱粉 の ア ミ ロ グ ラ ム
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第 　　 8　　 表

粘　　　　　　 度

試　　　料
Start，
℃

Change
　 ℃ 簾

開 始

　 ℃
髪簾
　 ℃

最高粘度
B ．U ．

認 ［認 1認 i認
匂　米

粳米（農林 1号 ）

糯　米

00030

」

00

22290U9 63．5　　　　84．5　　　　283

66．5　　　　74．5　　　　 334

57．0　　　　64．5　　　　 500

900000123 265195214332　　　 365

314　　　 380

338　　　 386

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 要 　 　 　 　 　 約

　宮城県北の 同 じ農家が作つ た 昭和31年産匂米 と普通米 （農林24号）を一般分析した結果成分 的 lceeしい 差はな

い が ， 昭和29年 産 と 同様 lC匂 米 の 方 が 粗 蛋 白質が や や 多 く， 澱粉が や や 少 くな つ て い る．ビ タ ミ ン Blは 匂米 の方

が 普通米 よ り玄米 で は や や多くな つ て お り，中 に は 白米で もずつ と多い もの が あつ た．

　中性洗剤を用 い 約 藍週間で 精製米澱粉を調製出来 た．匂米 ， 普通 米 ， 糯米の 澱粉を 用い SCHOCH の 方法 で ア

ミ ロ ース と ア ミ ロ ペ ク チ ン を 分離 し，
McCREADY の 方法 で そ の 両者を分離定量 した．夊 OSTwALD の 粘度計

に よ り相対粘度を測 定す る と共 に ブ ラ ベ ン ダーの ア ミ ロ グ ラ ム を求め た。

　以上 の 結果 か ら見る と匂米澱粉は糯米澱粉と異 り粳米澱粉に 属 し， その 両者 間に は著しい 性質の 相違はない が ，

匂米澱粉の ア ミ ロ
ー

ス 含量 が 粳米 よ り 1〜 5 ％ 少 な か つ た．

　終りに 米澱 粉の ア ミ ロ グ ラ フ の 測 定 を お 願 い し t　 ee林 省 食 糧 研 究 所 の 鈴 木 繁 男 技 官，ビ タ ミ ン B1 の 定 量 を お 願

い した 和田せ っ 講師． 鈴木久 子 氏 及 び 中性 洗 剤 ラ イ ポ ン P−106を い t：　S’い tcラ イ オ ン 油脂株式 会 社 の 小野 口 邦夫

氏 ， 試 料 を 提 供 し て い た ゴ い た 南方村 の 中 津 川 茂 氏 ， 桃 生 町 の 池 田 次 男 氏 並 び に 澱 粉 調 製 に つ き種 々 御 助 言 を頂

い た お 茶の 水 女 子 大 学福 場 博 保 助 教 授 に 深 謝 致 し ま す．

　（昭和33年10月 5 日 ， 日本 農 芸 化学 会 東 北支 部 大 会 で 講演）
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